
令和６年度 『様々な遊びの中で健やかに育つ子ども』の実践フォト＆事例 

タイトル：虫カゴ ２歳児 教材開発部門 

 

 

タイトル：  手づくりかるた １歳児 教材開発部門 

 

平ゴムをペットボトルの口の部分に 

引っかけて、開閉できるようにします 

２歳児が開け閉めしやすく、こけた際にも柔らかな素

材なので安全です。虫も入れやすく、逃げていくこと

もないので、使いやすいように思います。 

材料：ペットボトル、平ゴム、三つ編みひも 

切口が危ないので覆うガムテープ 

 

月齢差がまだまだ大きい１歳児。 

子どもたちみんなが『かるたって楽しい♡』と感じられて、幼児期のかるた遊

びへつながってほしいなという願いを込めて作りました 

 

同じ絵柄が４枚ずつになる

ようにコピーをして、厚紙に

貼り付けて両面を透明テ

ープでカバーしました 

 

子どもに合わせて必要なら導入で、１枚ずつ
「これなーんだ？」とクイズにして楽しみ、絵
柄と名称を一致させてから楽しむのもおす
すめです 
 

３～４人の少人数で遊びます。 
同じ絵柄が４枚ずつあるので、絵札を取る 
タイミングが違っても全員取れます。 
 

語彙数も 

UP！ 

教材開発
部門 



タイトル： ＜高級＞バッグ １歳児 教材開発部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牛乳バックを使用し、子どもたちが自分で開け閉めしやすいかばんをつくりました。1歳児なので、丈夫で持ち運

びもしやすく適度な大きさにこだわりました。 

かばんの蓋をつまんで開けたり、中に入れたり取り出したりすることで、指先の遊びにつながります。室内では、

保育者や友だちと「これ私の」「一緒ね」など、簡単なやりとりから、「お買い物いこう」と遊びが広がっています。散

歩や、園庭でも持ち歩くことができて、拾った落ち葉、石なども自分のかばんに入れることも楽しんでいます。一人

ひとつ用意しているため、自分のかばんがあることで、トラブルにもなりません。最近は、自分のかばんに大切な物

を入れると、自分のロッカーに置く姿も見られるようになりました。そんな素敵な高級バッグです 

 

タイトル：  風船つき（羽根つきの乳児バージョン） １歳児 教材開発部門 

 

お買い物

行こう！ 
何入れよう

かな？ 

風船をついたときに、たまたま友だちの 

頭に羽子板が当たってしまうことも… 

素材がジョイントマットだから大丈夫♡ 

乳児も安全に楽しく思いっきり羽根つき

を楽しめたらいいな♡と思い考えました。 

ジョイントマットを羽子板の形

にハサミで切りました 

※広いスペースのところで、風船はすずらんテープで上から吊り下げます。子どもたちは吊り下がっている

風船を手づくり羽子板でついて繰り返し楽しみます 



タイトル： お散歩楽しいな！ ２歳児 教材開発部門 

<ｍｙお散歩バッグと虫取り網> 

 

タイトル：「我ら、ちびっこ消防士！！」 ３歳児 教材開発部門 

園にある資源を使った教材づくりに力を入れており、たくさんの先生のアイデアで素材を生かし、遊びにつなげていま

す。子どもたちは「はたらくくるま」の中でも消防車が大好き! 

なりきって遊ぶ楽しさをもっと感じられるように、フェイスシールドと牛乳パックで帽子、一升瓶ペットボトルで消火器を

つくりました。自衛消防訓練では本物の消防士さんが消防車に乗って来園し、ちびっこ消防士とコラボしました！ 

 

 

お散歩バッグ 

材料…５００ｍｌのペットボトル（キャップなし）、ビニールテ

ープ、スズランテープ 

作り方…①ペットボトルを切り、切り口をビニールテープで

止める 

       ②飲み口の方を反対に向け、スズランテープに通

してふたにする 

工夫した点…ペットボトルの飲み口の方をじょうごのように

取り付けることで、どんぐりなどの小さなも

のを入れやすく、落ちないようにした 

虫取り網：材      料…牛乳パックをビニールテープの幅に縦長に切った帯 ４本、排水溝ネット、ビニールテープ、 

ホッチキス 

         作  り  方…①牛乳パックの帯２本を Y字にビニールテープで貼り合わせる 

                     ②①とは別の牛乳パックの帯 2本を丸につなげ、排水溝ネットをホッチキスで留める 

                    ③①と②をビニールテープで貼り合わせる 

         工夫した点…乳児にも安全で扱いやすい大きさにした 



タイトル：地域とつながる製作活動 １～５歳児 教材開発部門 

 地域資源を利用した製作に力を入れています。子どもたちや保育者が芋のツルや稲藁、綿、センニチコウなど地

域の方や農園、中学校からいただいた自然物で、リースやしめ縄などをつくり、園内に飾っています。 

ドングリやまつぼっくりなどの自然物は近隣の公園で拾い、地域ならではの製作がたくさん完成しました。 

 

 


